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概要 

2025 年はアジア太平洋戦争末期の沖縄戦から 80 年目の年である。この 80 年間、沖縄では有形無形

を問わず、さまざまな形で沖縄戦の記録や証言が収集されてきた。また、戦争で廃墟と化した首里城跡に

開学した本学においても、現在にいたるまで沖縄戦に係る多様な調査・研究・教育活動が行われてきた。 

他方、現在では戦争体験者の高齢化という抗いがたい現実を前に、「沖縄戦の記憶継承」が大きな社会

課題としてクローズアップされている。これに対して、本企画展では改めて本学での沖縄戦をめぐる研

究・教育活動の現在地に焦点をあてる。各研究室での取り組みや、附属図書館が所蔵する沖縄戦関連資料

の展示を通して、沖縄戦の記憶継承のこれからを考える機会を提供し、琉球大学の「知」と地域社会をつ

なぐ「場」を創出する。 

開催場所：附属図書館本館 2 階 ラーニング・コモンズ 

開催期間：2025 年 6 月 2 日（月）～6 月 30 日（月） 

展示概要： 

・挨拶／沖縄戦とは？ 

「戦後 80 年 沖縄戦×琉球大学」に寄せて（琉球大学長・附属図書館長） 

「沖縄戦とは？」 

・琉球大学での研究・教育活動のいま 

北上田源（教育学部）「平和の礎から見える戦争の姿」 

山口剛史（教育学部）「市町村史との協働による平和学習教材開発ワークショップのとりくみ」 

謝花直美（人文社会学部）「中城の沖縄戦」 

中村春菜（人文社会学部）「教育実践と公共図書館との連携の試み：聞き取り資料を次世代へ」 

池上大祐（国際地域創造学部）・西洋史研究室「『沖縄戦』のなかのグローカルヒストリー」 

考古学研究室（後藤雅彦・主税英徳）「戦跡考古学の実践」 

・琉大図書館と沖縄戦 

「仲宗根政善について」「仲宗根政善と琉球大学」「仲宗根文庫沖縄戦関連資料について」 

「琉大に残る沖縄戦の痕跡」「学内での遺骨収集と不発弾」「コラム 軍歴を取ってみた」 

「琉大周辺戦跡 MAP」 

・動画コンテンツ 

「仲宗根先生を語る」狩俣繁久（本学名誉教授）、島袋（狩俣）幸子（本学非常勤講師） 

「農学部フィールドから見える琉球沖縄の歴史：第 20 回琉大千原フィールドワークショップ」 

他、数本配信予定 

展示資料： 

・南風原陸軍病院壕発掘遺物（現物） ※南風原町立南風原文化センターより借用 

・関連する図書館所蔵資料（教員選書・図書館職員選書） 

 

 



学長・附属図書館長寄稿文： 

「戦後 80 年 沖縄戦×琉球大学」に寄せて 

企画展「戦後 80 年沖縄戦×琉球大学」にご来場いただき、ありがとうございます。

琉球大学が誕生したのは、1950 年、県民の 4 人に１人の命を奪い、沖縄がそれまでに築いてきた財産

の多くを破壊した沖縄戦の終戦からわずか 5 年後のことでした。絶望のどん底にあった沖縄県民にとっ

て、戦前からずっと切望されていた高等教育機関の創立は、焦土と化したこの島々の未来を辿ることが

できる一筋の希望の光だったに違いありません。 

本展は、戦後 80 年という節目にあたり、大学での研究・教育活動を通して過去と現在を見つめ直し、

沖縄の平和で持続可能な未来について考える場です。 

各研究室での沖縄戦に関する取組をはじめ、附属図書館が作成したキャンパス内の戦跡マップの展示や、

ひめゆり学徒隊の引率教員として沖縄戦を体験し、戦後は本学教員・初代図書館長となった仲宗根政善

（本学名誉教授）の紹介など、大学という場から沖縄戦を見つめ直す内容となっています。 

本展をご覧になったすべての皆様が、沖縄戦の記憶の継承を自らの問題として捉え、世界中で戦火の絶

えない今日において平和と共生の大切さを再確認する機会となれば幸いです。 

2025 年 6 月 2 日 

琉球大学学長 喜納 育江 

「戦後 80 年 沖縄戦×琉球大学」に寄せて 

企画展の開催にあたり、ご挨拶を申し上げます。 

本年、沖縄戦から 80 年の節目を迎えるにあたり、企画展「戦後 80 年 沖縄戦×琉球大学」を開催い

たします。 

沖縄戦は、住民を巻き込んだ過酷な地上戦であり、多くの尊い命が失われた歴史的事実を私たちに突き

つけています。戦後 80 年を迎える今、戦争体験者の高齢化が進み、直接その声を聞くことが難しくなっ

てきました。だからこそ、私たち大学の役割として、戦争の記憶を正確に継承し、平和の尊さを次世代へ

とつなぐことが、ますます重要になっていると考えます。 

企画展では、沖縄戦に関わる本学での研究・教育活動のいまに焦点を当てています。戦争の悲惨さを見

つめ直すと同時に、現在を生きる私たちが、どのように平和を築いていくべきかを考える場となること

を願っております。この企画展が、多くの皆さまにとって、過去と未来をつなぐ対話のきっかけとなれば

と思います。 

最後になりますが、企画展の開催にあたり、ご協力いただきました先生方および関係者の皆さまに心よ

り感謝申し上げます。 

2025 年 6 月 2 日  

琉球大学附属図書館長 東矢 光代 




